
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

 

推進ニュース23号で報じた「愛知私学：BIGフェスティバル」が翌日の中日新聞と朝日新聞で報じられました。中日新聞は、学費負担の軽減

についての高校生の声を中心に、朝日新聞は総合文化祭の様相を中心に報じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全全国国私私私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  
((事事務務局局：：全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合))  

No.24  2020年11月6 日（金） 

 

 

2020年11月4日 中日新聞 朝刊 

2020年11月4日 朝日新聞 朝刊 

 
 県議会議員の選挙区に対応させて県内39ヵ所でオータムフェスを開催する

中で、全県の結節点として開催するBIGフェス。知事登壇を勝ち取っての開催

も何回にも至っています。そしてコロナ禍での今年の開催。しかし、この情勢

下での開催に対し、模擬店の出店も含め多く点で県が支援をしてくださったこ

とで開催が実現しました。やはり、こちらの構えが人を動かしています。 

 
 学校で叶わなかった内容を、学校枠を超えて実現させた一般公開の「合同文

化祭」。高校生がそのエネルギーを思う存分発揮する行事となりました。です

が、それに負けずに元気になったのが父母でした。 

 どの県、どの学園においても実出席によるPTAの会合、クラス懇がほとんど

開催されていません。また、無理は禁物と父母懇活動、すすめる会での活動も

慎重にならざるを得ない情勢です。父母もひとりぼっち状態でした。しかし子

どもたちのために何かをしたいという父母の要求に応え、一人では創れないも

のを学校枠を超えて創り上げる醍醐味がBIGフェスで再生しました。閉会後に

舞台下で組んだ円陣での、ここに参加した父母の表情が輝いていました。 


